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Ann. Rept. Plant Prot. North ]apan 

Botrytis cinereaによるチコリー灰色かび病(新称)の発生

高橋智恵子*・山村真弓*.月星隆雄**

Gray Mold， a New Disease of Chicory Caused by Botrytis cinerea in Japann 

Chieko TAKAHASHI*， Mayumi YAMArνfURA * and Takao TSUKIBOSHI* * 

宮城県内において，チコリー(品種:プンタレッラ)の葉身が褐変し，次第

に株元まで及んで腐敗・枯死する症状が多発した ，罷病音問、らはBotrytis属菌

が高率に分離され，これをチコリー健全株に接種したところ病原性が確認され

た分離菌は培養特性，形態的特徴， rDNA-ITSおよびG3PDH領域の栢同性か

らBotrytisαnereaと同定された 本菌によるチコリーの病害は園内では未報

告であるため，本病を Botry白ISαn臼-eaによるチコリー灰色かぴ病(新称)とし

たい

Key words: Botrytis cinerea， chicory， Cichorium intybus L.， gray mold， puntarella 

チコリー(Cichoriumintybus L.)はキク科の多年草で，

暗黒下で軟白栽培した芽を食用とするが，プンタレッラ

あるいはアスパラガスチコリーと呼ばれる品種は，軟白

せずに栽培し空洞になった花茎と葉を食する.宮城県

では平成 18年から本品種の導入が進み，県南部を中心に

約50a作付けされている主として施設で無加温栽培さ

れており， 8 月下旬~9 月上旬に定植， 12 月 ~3 月に茎葉

が収穫される.2008年 12月，本種の生育中の株において

葉身が褐変，これが拡大して，株元にまで及ぶ症状が多

発した.そこで，病害の診断および病原菌の特定を目的

として本研究を行った

材料および方法

1.病徴の観察および病原菌の分離

2008年 12月上旬に宮城県農業・園芸総合研究所(宮

城県名取市)のハウス内で発病したチコリー株(品種:

プンタレッラ)について，病徴の経目的な観察を行った.

病原菌の分離は以下のように行った.擢病部を約5mm

の細片に切断後， 70%エタノールに 30秒，次いで 1%次

亜塩素酸ナトリウム水溶液に1分間浸漬して表面殺菌

し，滅菌水で2回洗浄した.これを素寒天 (WA)培地上

に置床した 25
0

Cで3日間培養後，組織片から伸長した

菌糸の先端を切り取ってジャカ、イモブドウ糖寒天培地

(PDA. DIFCO製)上に置床し， 250C暗黒下で3日間培

養したー胞子形成を促すために BLB照射 (National

FLlOBL-B 2灯)を 2日間行った後，再度25
0

C暗黒下で

3~4 日間培養した形成した胞子を直接白金耳でかき取

って WA上に画線することで単胞子分離を行った.ま

た，催病部に形成した胞子も同様に単胞子分離し，計9菌

株 (PB-1~9) を得たこのうち代表菌株として， PB-2を

以下の試験に供試した.

2.病原性検定

試験1:温室で約4ヶ月間栽培した株(品種:プンタレ

ツラ)から切り出した約20cm長の健全新葉を病原性検

定に供試した PDA平板培地上に形成した分離菌株の胞

子を滅菌水に懸濁し(胞子濃度8.7X 106個1m!).1区(葉

身6枚)あたり約lOmlを噴霧した対照区は阿量の滅菌

水を噴霧した 接種は有傷および無傷区をそれぞ、れ設け

て各区6枚とし，有傷区では柄付針により葉身l枚あた

りlヶ所に6針の刺傷とした接種後はそれぞれの葉身

基部を滅菌水で湿らせた脱脂綿で覆い，さらにアルミホ

イルで、覆った それらを湿らせたキムワイプを敷いたプ

ラスチックのパット上に並べ，パットごと透明ビニール

の中に入れて密閉した 25'Cの暗黒下で2日間保湿した

後，ビ、ニール袋から出して 22
0

Cのガラス温室内で管理し

た 接種7日後に発病の有無を調査するとともに，催病
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部からは接種菌の再分離を試みた

試験2:直径20cmのポッ トで約2ヶ月間栽培した株

(品種 。プンタレッラ， 草丈25cm程度)を病原性試験に

供試した 分離菌株の胞子懸溺液 (9.2X 105個1m!)をl

株あたり 30ml噴霧し，対照区には同量の滅菌水をl噴霧

.ぜ
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した 供試植物は有傷区，無傷区および対照区の各区3株

計9株とした 業身への付傷は試験lと同様の方法で行

った 接種後は 23'tの恒温接種装置内で2日間保持し

その後の管理は試験lと同様とした

第 1図 病徴と病原菌の形態的特徴

a 花茎音[¥先端葉の病徴(自然、病徴)

b 葉柄および株元の褐変(自然病徴)

C 緩種7日後の病斑 (株への有傷噴霧接種)

d 業枯れ症状と11包子(株への有傷噴霧接種)

e 分生子および分生子柄

f : PDA培地上の菌叢と菌核 (23't培養，分離

菌株PB-2)

g : SEM観察による分生子の表面構造.



3.菌糸伸長に友ぼす培養温度の影響

分離菌株を PDA平板培地上で20"C，3日間培養し，菌

叢周縁部を 5mmのコルクボーラーで打ち抜き，これを

直径9cmのPDA平板培地上に置床した 暗黒条件で3

日間培養後，菌叢の直径を測定し， 1日あたりの菌糸伸長

量を算出した培養温度は 5，10， 15， 20， 23， 25， 28， 

30， 35および40tの10段階とし， 4反復で行った

4.分離菌の同定

分離菌の形態は，分離菌株を PDA平板培地上で20"C

の暗黒条件下で培養後，菌叢を肉眼で観察するとともに

光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡(SEM，JSM-5200)で

観察した SEM観察には，両面粘着テープを菌叢に接触

させて分生子柄，菌糸とともに分生子を捕捉した後，金

で、蒸着し加速電圧は 25kVとして観察した

分離菌株のリボゾーム DNAの5.8Sを含む ITSl，

ITS2領域 (rDNA-ITS)およびグリセルアルデヒド 31) 

ン酸脱水素酵素遺伝子(G3PDH)の塩基配列は， White et 

a1. (6)の方法に基づいて，プライマー ITS1およびITS4

を用いて得られた増幅断片およびStaatset a1. (4)の方法

に基づいて得られた増幅断片を鋳型として決定した 得

られた塩基配列は， DNA Data Bank of Japan (DDBJ)の

BLAST検索により，既報の病原菌の塩基配列と相向性

を比較した.

結果および考察

1 病徴および発生状況

2008年 12月，研究所のハウス内で栽培中のチコリー
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培養温度 ("C)

第2図各培養温度におけるチコリー分離菌株PB-2の

菌糸伸長量

(品種プンタレッラ)の葉先および葉身に褐変が見られ，

特に抽台した花茎の上位葉および萄葉が褐変し(第 l図

a )，病勢が進展すると軟化・腐敗し多湿時には催病部

に大量の胞子を形成したーこれらは収穫部位となるため，

収量が大きく減少する原因となったさらに重症化する

と病斑が株元まで及び(第l図ゐ)，腐敗・枯死する株も

認められたこれら擢病部からはBotrytis属菌が高率に

分離された同様の症状は 2008年11月下旬頃から生産

者のハウスでも散見された.本植物は主に無加温ハウス

で栽培されるため，この時期の施設内は結露しやすい環

境下であった.また， 3月になると本病の顕著な発生拡大

は認められなくなった.

2.病原性検定

チコリー(品種プンタレッラ)の切離葉に胞子懸濁液

の噴霧接種を行ったところ，有傷区では接種3日後，葉

に直径5mm程度の褐色の円形病斑が現われ， 7日後には

病斑がさらに拡大した無傷区では 10日後でも病斑が確

認できなかった株への噴霧接種試験では，有傷区で接

種3日後に葉に直径5mm程度の明瞭な円形病斑が形成

され，次第に病斑が拡大した(第I図-c).病斑は表面に

胞子を形成して最終的には葉枯れとなった(第l図-d).

しかし無傷区では病斑が形成されなかった両試験とも

擢病部からは接種菌と同一菌が再分離された対照区で

はいずれの区においても病斑は全く形成されなかった.

3.菌糸伸長に及ぼす培養温度の影響

本菌の PDA 平板培地上における生育適温は 20~23t

で，適温での生育速度は約 12mm/日と速やかであった

本菌は 5"Cでもわずかに生育が認められたが， 35tおよ

び40"Cでは全く生育しなかった(第2図)

4.病原菌の形態および同定

PDA平板培地上での菌叢は初めは白色を呈し，後に灰

褐色となり(第 1図-f)，培地上に直径 1~6mm の黒色で

不整形の菌核を多数形成し， Tomioka et a1. (5)のB

cmereaの記載と概ね一致した(第l表).分生子柄は淡褐

色~褐色で先端が樹枝状に分岐し，房状に分生子を形成

した(第 1図 e) 分生子は無色から淡褐色，単胞，楕円

~卵形，大きさは 7.5~13.8 x 5.0~ 10.0μmで， Ellis (1) 

のB.cinereaの記載とほぼ一致した.また， SEMによる

観察では，分生子表面に多数のいほ状突起が認められ，

第 1表チコリーからの分離菌株と Botrytiscinereaの形態比較

分生子 菌核

大きさ。縦×横切ゆ長径/短径比 形状 表面構造(SEM) 色 大きさ(凹) 形状

チコリ}分離菌株(PB.2) 7.5~ 13.8 x 5.0~ 10.0 1.03~ 1.96 楕円~卵形 いほtk 無色~ì炎褐色 1~6 不整形

Botrytis cinerea 1) 6~ 18x 4~1l 1.35~ 1.5 楕円~卵形 無色~淡褐色 基買により変化に富む

Botrytis cinerea 2) 9.3 x 5.4 1.75 いぼ4大

Botryt活 cinerea3) 7 ~ 13 x 5-10 楕円~倒卵形 淡褐色 く5

1) Ellis. M. B. (1) 
2) 堀内ら (3)

3) Tomioka， K. et a1. (5) 
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? 

堀内ら (3)のB.ciner，自の記載と一致した(第 l図g)

これらの培養特性および形態的特徴から分離菌株はB

αnerl四と考えられた.

rDNA-ITS領域の解析の結果，分離菌株の配列は B.. 
αn巴ぽr巴悶a(DDB町JAccess臼ionNo. Z99664他と 99.8% (ω45臼21

4必53泊bpω)の相同性であつたた目また，BotIγd出S属内の分類で

足的に用いられることのある G3PDH遺伝子の配列も，

B.cαmere悶a(DDBJ Accession No. AJ705C∞06と100%(8861 
8鎚86偽bpω)の相同性で一致した.これら塩基配列解析の結果

は培養特性および形態的特徴に基づく結果を支持したこ

とから，本分離菌を Botrytiscinerea Persoon: Friesと同

定した

本菌によるチコリーの病害はアメリカ合衆国での発生

報告がある (2).Botrytis cinereaによるチコリーの病害

は園内では未報告のため，チコリー灰色かぴ病(英名:

Gray mold) と提案したい
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